
「
お
で
か
け
九
ち
ゃ
ん
」
へ

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

書
き
損
じ
は
が
き
を

集
め
て
い
ま
す

煙
突
か
ら
の
火
災
に
注
意
！

　

九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
が
あ
な
た
の
ま
ち
へ
出
張

し
ま
す
。

期
日　

12
月
14
日
㈬

時
間　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

会
場　

人
吉
聖
書
教
会
（
城
本
町

１
０
３
３
番
地
）

対
象
者　

お
お
む
ね
３
歳
未
満
の

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

テ
ー
マ　

ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
も

う
！

定
員　

５
組
程
度
（
先
着
順
）

※
12
月
12
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
☎
32

‐
９
５
６
６
）

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
地
雷
被
害
を
な

く
す
た
め
、
書
き
損
じ
は
が
き
な

ど
を
集
め
て
換
金
し
、
地
雷
撤
去

団
体
へ
寄
付
し
て
い
ま
す
。
は
が

き
２
～
３
枚
で
１
平
方
メ
ー
ト
ル

の
地
雷
撤
去
費
用
に
な
り
ま
す
。

対
象
品　

書
き
損
じ
・
未
使
用
は

が
き
、
未
使
用
切
手
、
未
使
用
テ

レ
カ
、
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
な
ど

期
限　

令
和
５
年
３
月
31
日
㈮
必

着送
付
先　

〒
８
１
４
‐
０
０
０
２

福
岡
県
福
岡
市
早
良
区
西
新
1
‐

7
‐
10
‐
７
０
２　

一
般
財
団
法

人
カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
宛

問
合
せ　

一
般
財
団
法
人
カ
ン

ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
（ 

☎ 

０ 

９ 

２ 

‐ 

８ 

３ 

３

‐
７
５
７
５
）

　

近
年
、
人
吉
下
球
磨
管
内
で
煙

突
か
ら
出
火
し
た
と
み
ら
れ
る
火

Ｄ
カ
フ
ェ
青
い
鳥

１
月
の
案
内

　

認
知
症
カ
フ
ェ
「
Ｄ
カ
フ
ェ
青

い
鳥
」
は
、
認
知
症
の
人
や
そ
の

ご
家
族
、
地
域
住
民
、
認
知
症
に

関
心
の
あ
る
人
な
ど
誰
で
も
気
軽

に
集
い
、
交
流
や
情
報
共
有
が
で

き
る
憩
い
の
場
で
す
。
お
茶
や

コ
ー
ヒ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日　

令
和
５
年
１
月
11
日
㈬

時
間　

午
前
11
時
～
午
後
２
時

う
ぉ
～
む
は
あ
と

１
月
の
案
内

　

さ
ざ
な
み
☆
う
ぉ
～
む
は
あ
と

は
、
子
育
て
中
の
親
子
が
気
軽
に

集
っ
て
交
流
す
る
場
で
す
。

時
間　

午
前
10
時
～

場
所　

さ
ざ
な
み
保
育
園

５
日
㈭　

年
齢
別
活
動（
０
歳
児
）

11
日
㈬　

年
齢
別
活
動
（
１
・
２

歳
児
）

20
日
㈮　

給
食
体
験

25
日
㈬　

子
育
て
講
座
「
習
字
教

室
②
」、
講
師
：
岡
本
麻
美
さ
ん
、

場
所
：
い
こ
い
の
家
さ
ざ
な
み

26
日
㈭　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

※
サ
ー
ク
ル
活
動
、
自
由
利
用
、

保
育
相
談
は
い
つ
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

開
所
時
間　

平
日
午
前
９
時
～
午

後
５
時

利
用
料　

無
料
（
材
料
代
な
ど
を

除
く
）

申
込
・
問
合
せ　

さ
ざ
な
み
☆

う
ぉ
～
む
は
あ
と
（
☎
22
‐

７
１
７
７
）、
さ
ざ
な
み
保
育
園

（
☎
22
‐
５
５
１
９
）

油
流
出
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

家
庭
や
事
業
所
か
ら
河
川
や
水

路
へ
油
が
流
出
す
る
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
事
故
の
原
因
は
、

不
注
意
や
施
設
の
老
朽
化
、
車
両

12
月
４
日
～
10
日
は

人
権
週
間
で
す

　

人
権
週
間
と
は
、
基
本
的
人
権

と
自
由
を
尊
重
し
確
保
す
る
た
め

に
、
全
世
界
の
人
が
達
成
す
べ
き

共
通
の
基
準
と
し
て
、
昭
和
23
年

12
月
10
日
に
「
世
界
人
権
宣
言
」

が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
、

毎
年
12
月
４
日
～
10
日
ま
で
の
１

週
間
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　

今
な
お
存
在
す
る
問
題
を
解
決

し
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」

社
会
を
実
現
す
る
に
は
、
私
た
ち

一
人
一
人
が
人
権
尊
重
の
重
要
性

を
改
め
て
認
識
し
行
動
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
こ
の
機
会
に
人
権

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

課
男
女
共
同
参
画
推
進
室

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間

　

12
月
10
日
㈯
～
16
日
㈮
の
１
週

間
は
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓

発
週
間
」
で
す
。
拉
致
問
題
を
は

じ
め
と
す
る
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
が
国
際

社
会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課

題
と
さ
れ
る
中
、
こ
の
問
題
へ
の

関
心
と
認
識
を
深
め
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

一
日
も
早
い
拉
致
問
題
の
解
決

の
た
め
に
は
、
一
人
一
人
の
強
い

思
い
が
必
要
で
す
。

問
合
せ　

市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

課
男
女
共
同
参
画
推
進
室

年
金
の
源
泉
徴
収
票
は

大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う

　

令
和
４
年
中
に
厚
生
年
金
、
国

民
年
金
な
ど
の
老
齢
や
退
職
を
支

給
事
由
と
す
る
年
金
を
受
け
取
っ

た
人
に
、「
公
的
年
金
等
の
源
泉

徴
収
票
」
が
届
き
ま
す
。

　

こ
の
源
泉
徴
収
票
は
、
日
本
年

金
機
構
本
部
が
年
金
額
や
源
泉
徴

収
さ
れ
た
所
得
税
額
な
ど
を
知
ら

せ
る
も
の
で
、
所
得
税
の
確
定
申

告
時
の
添
付
書
類
な
ど
で
必
要
で

す
。大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

送
付
予
定
時
期　

令
和
５
年
１
月

高
齢
運
転
者　

踏
み
間
違
い

防
止
装
置
な
ど
の
設
置
補
助

　

65
歳
以
上
の
運
転
者
を
対
象

に
、
踏
み
間
違
い
防
止
装
置
（
最

大
２
万
円
）
と
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
（
最
大
１
万
円
）
の
購
入
・

設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す
。
詳
し

く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

対
象　

８
月
30
日
か
ら
令
和
５
年

２
月
28
日
ま
で
に
協
力
店
舗
で
購

入
・
設
置
し
た
装
置

問
合
せ　

県
く
ら
し
の
安
全
推

進
課
（
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐

２
２
９
３
）

羽
は ね た

田橋
ばし

補修工事に伴い交通規制を行います

　羽田橋（下原田町）の補修工事を行います。作業
工程によっては、片側または全面通行止めを実施す
る場合がありますので、迂

う か い

回路をご利用ください。
交通規制期間中は、工事看板を設置してお知らせし
ます。
　ご迷惑をお掛けしますが、ご協力をお願いします。

工事期間　令和５年１月～５月（予定）
規制時間　終日または午前９時～午後５時

問合せ　市道路河川課維持係（☎２２－２１１１　内線２２４４）

219

445

下原田町
通行止め

羽田橋

球磨川

万
江
川

至山江村至山江村

至八代市至八代市

至湯前町

佐川急便

ローソンローソン

セブンセブン
イレブンイレブン

迂回路

人吉
駅

国
税
専
門
官
採
用
試
験
に

新
試
験
区
分
が
追
加
さ
れ
ま
す

　

税
務
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
デ
ジ

タ
ル
に
よ
る
変
革
）
の
取
り
組
み

を
推
進
す
る
た
め
、
令
和
５
年
度

か
ら
国
税
専
門
官
採
用
試
験
に
新

試
験
区
分
（
理
工
・
デ
ジ
タ
ル

系
）
が
追
加
さ
れ
ま
す
。
新
試
験

区
分
で
は
、
基
礎
数
学
、
情
報
数

学
・
情
報
工
学
、
物
理
、
化
学
な

ど
が
試
験
科
目
に
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

国
税
の
職
場
に
は
、
理
工
・
デ

ジ
タ
ル
系
の
人
が
活
躍
で
き
る
多

様
な
フ
ィ
ー
ル
ド
が
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
申
込
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
国

家
公
務
員
試
験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ

Ｉ
）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

熊
本
国
税
局
人
事
第
二

課
試
験
研
修
係
（
☎
０
９
６
‐

３
５
４
‐
６
１
７
１
）

の
事
故
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

流
出
し
た
油
は
火
災
の
危
険
性

が
あ
る
ほ
か
、
臭
い
や
水
質
の
悪

化
で
人
・
農
作
物
・
水
生
生
物
な

ど
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
油
の
回
収
に
は
多
く
の
時

間
と
労
力
と
費
用
が
必
要
で
、
費

用
は
全
て
原
因
者
の
負
担
で
す
。

　

施
設
の
点
検
や
管
理
を
徹
底

し
、
油
が
流
出
し
な
い
よ
う
努
め

ま
し
ょ
う
。
油
を
流
出
さ
せ
た
場

合
や
、
油
類
や
廃
液
な
ど
が
流
れ

て
い
る
現
場
を
発
見
し
た
場
合

は
、
す
ぐ
に
人
吉
保
健
所
や
消
防

署
、
市
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

速
や
か
な
対
応
が
、
被
害
拡
大
の

防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

問
合
せ　

環
境
課
環
境
衛
生
係

ご
ろ

源
泉
徴
収
票
の
再
交
付　

ね
ん
き

ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０
‐
05

‐
１
１
６
５
）
※
０
５
０
か
ら

始
ま
る
電
話
か
ら
は
（
☎
03
‐

６
７
０
０
‐
１
１
６
５
）

問
合
せ　

八
代
年
金
事
務
所
（
☎

０
９
６
５
‐
35
‐
６
１
２
３
）、

市
市
民
課
国
保
年
金
係

場
所　

二
条
橋
い
こ
い
の
家
（
上

青
井
町
１
８
１
番
地
）

参
加
費　

ひ
と
り
１
０
０
円

問
合
せ　

Ｄ
カ
フ
ェ
青
い
鳥
（
☎

22
‐
３
４
９
３
）

災
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
主
な
原

因
は
、
煙
突
を
壁
な
ど
に
貫
通
さ

せ
る
部
分
の
施
工
不
良
で
す
。
ま

き
ス
ト
ー
ブ
や
風
呂
場
な
ど
で
煙

突
を
設
置
す
る
場
合
は
、
火
災
予

防
条
例
に
従
っ
た
施
工
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
煙
突
か
ら
の

火
災
を
防
止
す
る
た
め
に
、
次
の

こ
と
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

① 

煙
突
の
貫
通
部
は
、
建
築
物
の

部
分
で
あ
る
木
材
そ
の
ほ
か
可

燃
材
料
か
ら
15
㌢
以
上
離
し
て

設
置
す
る
か
、
厚
さ
10
㌢
以
上

の
金
属
以
外
の
不
燃
材
で
作

る
、
ま
た
は
覆
う

② 

構
造
ま
た
は
材
質
に
応
じ
、
支

わ
く
、
支
線
、
腕
金
具
な
ど
で

固
定
す
る

③ 

可
燃
性
の
壁
、
天
井
な
ど
を
貫

通
す
る
部
分
は
、
容
易
に
離
脱

せ
ず
、
燃
焼
排
気
が
漏
れ
な
い

構
造
に
す
る

④ 

簡
単
に
清
掃
が
で
き
る
構
造
に

す
る

問
合
せ　

人
吉
下
球
磨
消
防
組
合

中
央
消
防
署
予
防
調
査
室
（
☎
22

‐
５
２
４
１
）
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